
この号が出る 7 月頃は、梅雨の最中だろうか。梅雨時
期は、多雨で湿度が高く、晴れ間がのぞいても夏とは
一味違う、皮膚に粘ついてくるような蒸し暑さが特徴
だ。一般的に好かれる季節ではないが、個人的には梅

雨の晴れ間に吹く少し湿った風の匂いがなんとも言えず好きである。
それがなぜなのかは、自分でもよく分らない。（A.M）

お問い合わせ　四国運輸局高知運輸支局
〒780-8010　高知市桟橋通 5 丁目 4-55　TEL 088-832-1175　FAX 088-831-0457

　社協が取り組む様々な事業は、
皆様からの会費によって支えら
れています。社協活動にご賛同
いただける方には、賛助会員と
してより一層応援していただき
ますよう心からお願いします。

社
協
会
員
募
集
！

　平成29年5月7日(日)に、地域でこども食堂を運営している方の交流や、こども食堂の輪を広げることを

目的として「広がれ、こども食堂の輪！全国ツアーin高知」が開催されました。246名の参加者が、子どもが

笑顔になり、人がつながる地域の居場所について一緒に考えました。

つ な が る 地 域 の 居 場 所

こ ど も 食 堂

〒780-0065 高知市塩田町18番10号 高知市保健福祉センター１F
TEL  088-823-9515／FAX 088-823-8059

● 日　時　平成28年7月2日（土）12：30 開会
 7月3日（日）12：30 閉会

● 場　所　高知県立県民文化ホール（グリーン）ほか
● 参加費　一般 2，500円　学生 1，000円　
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高 知 市

賛助会員
（福祉施設，団体，個人等でご入会いただける方）

会費一口あたり    年額５００円

特別賛助会員
（会社，事業所等でご賛同いただける方）

会費一口あたり 年額１，０００円

Eメール　 shakyo@kochi-csw.or.jp
HP　　　　http://www.kochi-csw.or.jp/
　  Facebook「ほおっちょけん」もぜひご覧ください！

ほおっちょけん 検索

社会福祉法人高知市社会福祉協議会

地域を支える担い手の拡大
　見守りやサロンのお手伝いなど、「できる人が、できる時に、できるこ
とをする」をキーワードに、担い手の拡大に努めます。

編集・発行

お知らせ掲示版
津波救命艇の紹介～四国運輸局より～
　南海トラフを震源とする南海大地震は、今後３０年以内には７０％
程度の確率で発生するとみられています。平成２３年３月１１日に発
生した「東北地方太平洋沖地震」では、巨大な津波が発生し、甚大な
被害をもたらしました。地震の際は、揺れだけでなく津波に対する対
策が重要になっています。
　津波から身を守るためには、高台や津波避難タワー等への避難が
必要となりますが、沿岸部にお住まいの方、体の不自由な方やお年
寄りなどは、素早く避難することが難しい場合があります。そのよ
うな場合には、浮いて生き延びることのできる津波救命艇の出番と
なります。
　津波救命艇についてのお問い合わせは、下記までお願いします。

広報誌「こうちノーマライゼーション」

写真投稿大募集！！
　高知市社会福祉協議会では、障害者への理解とノーマライゼーション（障害の有無に関わらず、誰もが平等に生活
する社会を実現させるための考え方）の普及・啓発を行う広報誌として、「こうちノーマライゼーション」を発行して
います。vol.43を発行するにあたり、写真投稿コーナー「トサミズキ」への投稿を募集します。このコーナーは、読者
参加型の広報誌を目指しています。祭りに関するあなたの一枚をぜひご投稿ください。

● テーマ　　　「祭り」
● 応募資格　　高知市内在住もしくは在勤・在学の方。応募は一人 1 点まででお願いします。
● 応募方法　　データの場合は、下記アドレスまでメールにて送付ください。

プリント写真の場合は、下記住所まで郵送または持参ください。
持参いただく場合は、土・日曜日・祝日はお休みです。

● 受付期間　　平成 29 年 7 月 1 日 ( 土 ) ～ 7 月 31 日 ( 月 )
● 応募先　　　障害者福祉センター　〒780-0935 高知市旭町 2 丁目 21 番地 6
　　　　　　　ＴＥＬ ８７３‐７７１７　E メール asahi@kochi-csw.or.jp

※１.被写体の肖像権侵害等の責任は負いかねますので、応募者ご自身の責任によって
　　 解決していただきます様お願いいたします。
※２. 掲載は内部選考の上、５点を予定しています。
※３. ご不明な点等ございましたら、お問い合わせください。

テーマは
祭り !

編集
後記

（福祉施設，団体，個人等で
 ご入会いただける方）

採用された方には、
ほおっちょけん
オリジナルグッズを
プレゼント！！

関連情報は、　 四国運輸局　津波救命艇 検索

お知らせ掲示版・写真投稿大募集 ８
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平成28年度
支出総額
750,385
千円

高知市社会福祉協議会は、
住民一人ひとりに誠実に対応する
とともに、地域住民主体の新たな
支え合いの仕組みの構築をめざした
地域づくりに取り組みました！

平成28年度事業報告・収支決算

NEWS
ほおっちょけん

事業所名

南部障害者福祉センター
デイサービスセンターふれあい

土佐山センターたきゆり

延べ利用者数

 5,213人
 106人
 253人

事業所名

高知市社会福祉協議会ヘルパーステーション
介護センターあじさい会館

利用時間数

 7,075時間
 1,242時間

事業所名

特定相談支援事業所「しゃきょう」
計画数

 80件

事業所名

高知市社会福祉協議会（塩田町）
土佐山センターたきゆり

介護センターあじさい会館

計画数

 410件
 444件
 634件

事業所名

デイサービスセンターふれあい
土佐山センターたきゆり

介護センターあじさい会館

延べ利用者数

 6,936人
 4,185人
 9,173人

● ホームヘルプサービス

事業所名

高知市社会福祉協議会ヘルパーステーション
介護センターあじさい会館

延べ利用件数

 5,349件
 3,515件

事業所名

土佐山センターたきゆり
延べ利用者数

 1,134人

　住民主体のお互いさまの地域づくり推進を目指し、地域住民や各関係機関と
協働して取り組みました。

福祉サービス利用支援等の推進

高齢者の在宅サービス

障害者の就労継続支援

障害者の在宅サービス

　多くの問題を抱える相談者に寄り添い、相談内容に応じた支援を展開しました。

在宅福祉サービスの推進

支え合いのあるまちづくりの推進

平成28年度事業報告・収支決算の詳細は、高知市社会福祉協議会ホームページに掲載しています。　http://www.kochi-csw.or.jp/

● こども食堂(子どもの居場所づくりの支援) ⇒　13件
● 住民同士の話し合いの場作りの支援 ⇒　５件
● 見守り等の地域福祉を実施する福祉委員制度の推進 ⇒　7地区101名
● できる人ができるときにできることをするボランティア「気くばりさん」登録
 ⇒　386名
● 地域情報を発信する「NEWSほおっちょけん」の発行
 ⇒　２ヶ月に１回発行し、延べ7,150部を配布
● 地区社会福祉協議会15地区に対し、1,808,074円の助成
 ⇒　救急医療情報キット（あんしんキット）、先進地視察費用等に活用
● 福祉教育の推進
 ⇒　小・中・高校生に対し、地域福祉や支援が必要な人に対する配慮や支援を

学ぶための福祉教育を実施

● 成年後見サポートセンター ⇒　初期相談件数　512件
● 成年後見セミナー ⇒　受講者　117名
● 日常生活自立支援事業 ⇒　初期相談件数　155件
● 生活福祉資金貸付事業 ⇒　貸付件数　87件 （貸付金額25,331,000円）

● 障害者相談支援センター北部 ⇒　初期相談件数　463件
● 生活困窮者自立支援相談事業 ⇒　初期相談件数　617件
● 一時生活支援事業（シェルター事業） ⇒　延べ入居人数　16名

■ 賛助会員・特別賛助会員

● 賛助会加入者数　735名

● 居宅介護支援事業所（ケアマネジャー） ● デイサービス

● 外出支援サービス

● 指定一般相談・指定特定相談・指定児童相談 ● ホームヘルプサービス

● デイサービス

平成28年度平均月額工賃 11,895円

　就労継続支援Ｂ型事業所「きずな」で販売している

「ほおっちょけんポロシャツ」等の売り上げにより、平均

月額工賃が昨年度と比較して9パーセント上昇しました！

農業事業の充実にも取り組みました。

平成28年度決算［単位：千円］

多くの会員の皆様にご協力いただきました。
● 特別賛助会加入団体数　118団体 （個人会員含む）

平成28年度
収入総額
740,484
千円

賛助会費・寄附金
2,306千円
0.31%

補助金・助成金
・受託金
330,308千円
44.61%

介護事業等収入
190,725千円
25.76%

障害福祉サービス
事業等収入
131,472千円
17.75%

基金等取崩収入
48,399千円
6.54%

その他の収入
（負担金・預金利息・事業収入等）
37,274千円
5.03%

基金運営事業　
50千円
0.01%

法人運営事業
266,951千円
35.58%

介護保険事業
211,144千円
28.14%

障害福祉
サービス事業
130,722千円
17.42%

障害者相談
支援事業
13,065千円
1.74%

指定管理者
制度事業
88,262千円
11.76%

生活困窮者
自立支援事業
40,191千円
5.35%

平成28年度事業報告・収支決算平成28年度事業報告・収支決算 2 3
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・手芸なら　・草引きなら
・将棋なら　・掃除なら
・お話しなら
　　　　　できるけどな…

ボランティアセンター

　ボランティアセンターでは、ボランティアをしたい方と求め
ている団体との橋渡しを行っています。
　ボランティアに特別な資格は必要ありません。誰もが

「できる時に、できることを」行うこと、それがボランティア
です。例えば、「自分が行ける時に草引きや花のお世話をする」
など…。
　ちょっとやってみようかな、自分のこんな好きなこと、得意な
こと活かしたいな、という思いのある方は是非ご連絡ください！

できる時に、できる人が、できる事を
“ほおっちょけん”思いのおすそわけ

　「誰かのために、地域のために、何かできることはないかな？」とふと思ったことはありませんか？
　でも、「何をしたら？」「どこに行ったら？」「誰に聞いたら？」「一人でも自由な時間にできない？」などの
情報や時間、きっかけがなかった方もいるのではないでしょうか。
　高知市社会福祉協議会では、“ほおっちょけん”思いをかたちにするきっかけづくりを行っています。

住民主体の地域活動の支援（地域福祉活動推進計画事業）

『想い』を『カタチ』にするサポート隊 ～地域福祉コーディネーター～

　1年後、5年後、10年後、あなたは、どんなま
ちでどんな暮らしをしたいですか?
　子どもの頃は、あんなに夢や未来を語ってい
たのに、大人になるにつれ、「どんなまちでどん
な暮らしをしたいのか」考える機会も話す機会
も減ってきました。
　でも、子どもであっても大人であっても、私
たちは未来を胸に抱いています。
もし「こんなふうになったらいいな」とつぶや
いて、その未来が実現するのなら、その『想い』
を話してみたくなりませんか?
　地域協働課は、そんな住民一人ひとりの皆さ
んが「安心していきいきと暮らせる地域社会」
の実現に向けてサポートします。

必ず誰かの『想い』があって、その事柄について一緒に考え、話し合える場が作られる。
そんな場づくりや「カタチ（活動や場）」あるものを活かし、共感する人や協力したい人などの『想い』を広げています。

ご存知ですか？ 地域協働課

赤い羽根共同募金
～共同募金から協働募金へ～

　赤い羽根共同募金は「あなたのまちを良くするしくみ」であり、地域の福祉活動を
応援できるよう市内27地区分会と共に事務局も募金活動に取り組んでいます。
　今年度は、共同募金運動の再生をめざして、共同募金委員会移行に向けて検討も
行っています。 ※赤い羽根共同募金については、10月号で特集します。

『気くばりさん』ボランティア

　できる時に、できる人が、できる事を行うボランティア活動。
　ご登録いただくと、2ヶ月に1回、様々なボランティア
情報をお届けします。
過去の活動内容（抜粋）
・身体障害の方々がボウリングをするために、ボウリング玉な
どの設置補助活動
・作品展への小物作り協力　　などなど

『ひまわりプロジェクト』

　原発事故の影響を受けている福島市
にある障害者の就労施設への協力が高
知市でもできるんです。特定のひまわ
りの種からひまわりを育てて種を収穫
し、その種を福島市へ送る活動です。
　自宅など日常生活の中で育み、活動
することができます。

例えば

空いた時間を活かして
保育園へ花壇のお手入れ♪

趣味の将棋を活かして
介護保険施設へ

1
「○○○みたいになったら
 いいな、○○ができたらいいな」

町内会や自治会、いきいき百歳体操、
ご近所さんで集まり、考える

どんな目的で、誰に参加してほしい?場所は?開催
日、時間は?役割はどうする?などなど

3 実現に向けて、具体的に行動する

協力者を集める…ボランティアや学生さん、ご近所
さん、こどもの居場所に高齢者の出番があるような
出会いのキッカケづくり

例えば

2

ありがとう
おばあちゃん先生！

一緒に将棋ができる相手が
欲しかった！あんた強いね！！

こうち笑顔マイレージ
　こうち笑顔マイレージとは、高齢者の生きがい・やりがいづく
りと高齢者自身の健康増進・介護予防を目的とした事業で、それ
ぞれの活動に応じてポイントが貯まり、貯まったポイントに応
じて、商品券などに還元することができます。健康づくり活動

（いきいき百歳体操への参加）とボランティア活動（介護保険施
設等へのボランティア活動）の２つがあります。

私たちが地域福祉コーディネーターです！

地域の皆さんと一緒にさまざまな活動をサポートします！

学ぶ

使う

伝える

集める

出会う

連 絡 連 絡

ボ
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方
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を
求
め
て
い
る

団
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な
ど

相談
紹介 紹介

相談

誰か手伝ってくれる
人がいればなぁ…

つ な が る

27地区社協

連合会F地区社協

E地区社協

C地区社協
事務局：地域協働課

D地区社協

B地区社協Ａ地区社協
連携
強化

学習会

情報
共有

高知市地区社会福祉協議会連合会
地区社会福祉協議会（以下「地区社協」）

　それぞれの地域で課題となっていることに対し「ほおっちょけん」
というおたがいさまの思いやりの心で住民の助け合いによって
解決できるよう地域の活性化と地域住民の福祉活動の推進を図る
ことを目的に、高知市の27地区に設置されている任意団体です。

高知市地区社会福祉協議会連合会（以下「地区社連」）

　地区社連は、地区社協相互の連絡調整や連携の強化及び市社協
との連携を図り、併せて住民福祉の推進することを目的に設立さ
れました。

研修会「タノシムチカラは地域のチカラ」

共同募金について学ぶ福祉教育

地域恊働課紹介地域恊働課紹介 4 5
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あなたの「知りたい」をサポートします！！
～“ほおっちょけん”出前講座始めます～

高知市の手話言語条例が施行されて、この７月で１年
になる。四国では徳島県三好市に次ぐ。この１０月と来年２
月に高知市社協が市民向けの講座を開くと聞き、ようやく
ここまできたか、とうれしくなった。

国際障害者年の１９８１年、私は高知版に連載記事を
書き、県立山田養護学校やすずめ共同作業所などを取材
した。その中で、手話が教育の場から排除されていること
に強い疑問を感じた。

ろう学校で教えていたのは、唇を見て相手の話を理解し
答えを発音する「口話法」。中途失聴ならともかく、生まれ
つきのろう児には極めて難しい。他県では手話を併用す
る例もあるのになぜ駄目なのか、県教委の担当者から納
得のゆく答えはなかった。後で山本おさむさんの漫画「わ
が指のオーケストラ」（全４巻）を読み、謎が解けた。
「わが指の」は、日本で唯一、手話を守り続けた元大阪市

立聾唖学校長、高橋潔（１９５８年没）とろう児やその家族に、
大正から昭和へと進む世相を織り込んで展開する。後に同
僚となる少年との出会い、猛練習を重ねた手話で児童に聴
かせる「安寿と厨子王」、全国聾唖学校校長会総会で手話
の意義を説く演説など、忘れられないシーンが多い。

ろう教育を口話法一色にしたのは、ろう児の愛娘が将来
差別されないようにと独学でそれを学び、娘を教育した
西川吉之助らの尽力による。彼女は完璧な日本語を話
し、文部大臣をも感激させた。西川は他の多くの子どもの
落伍に心を痛め、自殺したが、手話が口話法習得の妨げにな
る、との主張は長く教育界を支配した。

そうした歴史を思うにつけ、手話に取り組む人が増えて
ほしいと願わずにはいられない。「わが指の」は、県立人
権啓発センター５階の図書室で読める。「全国ろう児をもつ
親の会」のホームページも参考になる。

石塚 直人　新聞記者
美作大学非常勤講師

心 の 窓 に
Ｖｏｌ．4　手話を守った人

　「楽しいレクリエーションはない？」「認知症と物忘れの違いって？」「助け

られ上手って？」など、「“ふくし”（ ふ だんの く らしの し あわせ）」に関する

内容について、お話をさせていただきます。

　福祉や介護に関心を持つきっかけづくりや、地域での福祉活動に役立て

ることなどを目的に“ほおっちょけん”出前講座をご活用ください。

　まずは、下記の連絡先までお気軽にご連絡ください。

出前講座 ご利用ガイド

　　誰でも利用できるの？ Ａ　高知市在住、通勤又は通学されている方で5名以上のグループや団体を対象としています。

　　利用できる日時は？ Ａ　年末年始を除く日の午前9時から午後9時までの間で所要時間は30分から1時間です。

　　開催場所は？ Ａ　申込みされたグループや団体でご準備をお願いします。

　　申込方法は？ Ａ　メールまたは、直接お電話にて受け付けております。

講師派遣料は原則無料です。ただし、会場の使用料など講座に要する費用は申込者の負担でお願いします。
リクエストに応じた講座内容もございます。お気軽にお問い合わせください。

介護について
詳しく知りたい

例　介護保険制度について
福祉用具の活用術

成年後見って
どんな制度？

例　成年後見制度を知ろう
金銭管理・財産管理について

みんなでレクリエー
ションがしたい

例　脳トレで元気満々
集団で盛り上がるゲームのあれこれ

福祉の聞きたい
〝あれこれ〟について

例　生活で困っている人を見つけたら？
その他リクエストに応じて…

認知症について
教えて

例　認知症予防のポイント
認知症サポーターになろう

地域について
考えよう

例　「助けられ上手」になるには

集いの場（サロン）を作りたい

ボランティアが
したいけど…

例　災害時ボランティアについて
笑顔マイレージって何？

障害があるって
どういうこと？

例　ノーマライゼーションを知ろう
障害のある方の介助方法

そ
の
他

問い合わせ先など･･･

社会福祉法人　高知市社会福祉協議会　地域協働課　　担当：上岡、平岡、小笠原、田岡
TEL：０８８－８５６－５５３９　　FAX：０８８－８５６－５５４９　E-mail:chiikifukushi@kochi-csw.or.jp

小高坂地区在住の森さんは、日頃から百歳体操のお世話など、地域活動を支えるボランティアとして活躍されています。
第四小学校で始まった「お話モーニング」の活動を知り、「自分の孫もお世話になっている学校だから。」と、活

動を支えるボランティアをするようになりました。
活動には毎回参加し、早朝から食材の仕込みなど準備を開始。「おはよう！」と、笑顔で子どもたちを迎えます。
森さんにお話を伺うと「こどもたちが美味しそうに食べている姿を見ると作った甲斐がある！」とにっこり。

「お腹も心も満腹に・・・」という取り組みの趣旨どおり、森さんの存在が、こどもたちの心の栄養補給にもつな
がっているとともに、森さん自身もこどもたちから沢山の元気を貰っているのではないでしょうか♪

縁の下の力持ち！

森 照子さん
しょうこ

高知市保健福祉センターの一角にある高齢者ふれあいセンターでは、月２回「楽しい歌声」という日本や外国
の名歌、唱歌、ポピュラーソングを歌う講座が開かれています。今日は、土曜夜市のステージに向けて、初めての
練習とのこと。

配られた歌詞カードには、AIの「みんながみんな英雄」とSMAPの「世界に一つだけの花」。講師の疋田有佐先生によると「演歌などの選択肢もありました
が、老若男女問わず知っている曲を振り付きで歌うことで、若い世代との交流、楽しく体力アップし、自信をより深めてほしい」と思い選曲したそうです。

今日が初めての練習という19名の参加者でしたが、疋田先生が、「素晴らしい！皆さん、SMAPになっていますよ！」と声をかけると、「暑い、でも楽
しい」「もっと練習する」と歌いながら腕を大きく動かして、汗だくでステップを踏んでいました。

参加者の練習の成果は、7/8(土)の土曜夜市で披露されます。夏の夜に、笑顔はじける明るいステージが見られるかもしれません。

「楽しい歌声」
高齢者ふれあいセンター講座

歌うだけじゃない、フリもばっちり、
華麗なステップで踊ります♪

講座の様子

心の窓に・緑の下の力持ち・高齢者ふれあいセンター講座 楽しい歌声出前講座紹介 6 7
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この号が出る 7 月頃は、梅雨の最中だろうか。梅雨時
期は、多雨で湿度が高く、晴れ間がのぞいても夏とは
一味違う、皮膚に粘ついてくるような蒸し暑さが特徴
だ。一般的に好かれる季節ではないが、個人的には梅

雨の晴れ間に吹く少し湿った風の匂いがなんとも言えず好きである。
それがなぜなのかは、自分でもよく分らない。（A.M）

お問い合わせ　四国運輸局高知運輸支局
〒780-8010　高知市桟橋通 5 丁目 4-55　TEL 088-832-1175　FAX 088-831-0457

　社協が取り組む様々な事業は、
皆様からの会費によって支えら
れています。社協活動にご賛同
いただける方には、賛助会員と
してより一層応援していただき
ますよう心からお願いします。

社
協
会
員
募
集
！

　平成29年5月7日(日)に、地域でこども食堂を運営している方の交流や、こども食堂の輪を広げることを

目的として「広がれ、こども食堂の輪！全国ツアーin高知」が開催されました。246名の参加者が、子どもが

笑顔になり、人がつながる地域の居場所について一緒に考えました。

つ な が る 地 域 の 居 場 所

こ ど も 食 堂

〒780-0065 高知市塩田町18番10号 高知市保健福祉センター１F
TEL  088-823-9515／FAX 088-823-8059

● 日　時　平成28年7月2日（土）12：30 開会
 7月3日（日）12：30 閉会

● 場　所　高知県立県民文化ホール（グリーン）ほか
● 参加費　一般 2，500円　学生 1，000円　
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高 知 市

賛助会員
（福祉施設，団体，個人等でご入会いただける方）

会費一口あたり    年額５００円

特別賛助会員
（会社，事業所等でご賛同いただける方）

会費一口あたり 年額１，０００円

Eメール　 shakyo@kochi-csw.or.jp
HP　　　　http://www.kochi-csw.or.jp/
　  Facebook「ほおっちょけん」もぜひご覧ください！

ほおっちょけん 検索

社会福祉法人高知市社会福祉協議会

地域を支える担い手の拡大
　見守りやサロンのお手伝いなど、「できる人が、できる時に、できるこ
とをする」をキーワードに、担い手の拡大に努めます。

編集・発行

お知らせ掲示版
津波救命艇の紹介～四国運輸局より～
　南海トラフを震源とする南海大地震は、今後３０年以内には７０％
程度の確率で発生するとみられています。平成２３年３月１１日に発
生した「東北地方太平洋沖地震」では、巨大な津波が発生し、甚大な
被害をもたらしました。地震の際は、揺れだけでなく津波に対する対
策が重要になっています。
　津波から身を守るためには、高台や津波避難タワー等への避難が
必要となりますが、沿岸部にお住まいの方、体の不自由な方やお年
寄りなどは、素早く避難することが難しい場合があります。そのよ
うな場合には、浮いて生き延びることのできる津波救命艇の出番と
なります。
　津波救命艇についてのお問い合わせは、下記までお願いします。

広報誌「こうちノーマライゼーション」

写真投稿大募集！！
　高知市社会福祉協議会では、障害者への理解とノーマライゼーション（障害の有無に関わらず、誰もが平等に生活
する社会を実現させるための考え方）の普及・啓発を行う広報誌として、「こうちノーマライゼーション」を発行して
います。vol.43を発行するにあたり、写真投稿コーナー「トサミズキ」への投稿を募集します。このコーナーは、読者
参加型の広報誌を目指しています。祭りに関するあなたの一枚をぜひご投稿ください。

● テーマ　　　「祭り」
● 応募資格　　高知市内在住もしくは在勤・在学の方。応募は一人 1 点まででお願いします。
● 応募方法　　データの場合は、下記アドレスまでメールにて送付ください。

プリント写真の場合は、下記住所まで郵送または持参ください。
持参いただく場合は、土・日曜日・祝日はお休みです。

● 受付期間　　平成 29 年 7 月 1 日 ( 土 ) ～ 7 月 31 日 ( 月 )
● 応募先　　　障害者福祉センター　〒780-0935 高知市旭町 2 丁目 21 番地 6
　　　　　　　ＴＥＬ ８７３‐７７１７　E メール asahi@kochi-csw.or.jp

※１.被写体の肖像権侵害等の責任は負いかねますので、応募者ご自身の責任によって
　　 解決していただきます様お願いいたします。
※２. 掲載は内部選考の上、５点を予定しています。
※３. ご不明な点等ございましたら、お問い合わせください。

テーマは
祭り !

編集
後記

（福祉施設，団体，個人等で
 ご入会いただける方）

採用された方には、
ほおっちょけん
オリジナルグッズを
プレゼント！！

関連情報は、　 四国運輸局　津波救命艇 検索

お知らせ掲示版・写真投稿大募集 ８
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